
結
果
が
町
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
庁
舎
北
側
は
、
支
持
地
盤
と
な
る

硬
い
層
が
地
表
か
ら
深
さ
６
メ
ー
ト
ル

前
後
に
広
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
百

年
記
念
ホ
ー
ル
南
側
で
は
、
12
～
15

メ
ー
ト
ル
の
深
さ
ま
で
調
査
し
ま
し
た

が
、
十
分
に
硬
い
層
ま
で
は
届
か
な
い

と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
15
回
特
別
委
員
会
（
６
月
27
日
開

催
）
で
は
、
現
庁
舎
北
側
と
百
年
記
念

ホ
ー
ル
南
側
の
２
カ
所
の
地
質
調
査
の

結
果
を
受
け
、
態
度
を
表
明
す
る
こ
と

と
し
て
い
た
２
会
派
が
意
見
を
表
明
し

ま
し
た
。
緑
政
会
は
「
百
年
記
念
ホ
ー

ル
南
側
は
大
雨
時
に
約
２
メ
ー
ト
ル
の

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
浸
水
想
定
区
域
で

あ
る
こ
と
や
千
住
地
区
の
断
層
を
避
け

る
べ
き
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
基
本
方

針（
案
）を
支
持
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
幕
別
町
議
員
団
は
「
現

庁
舎
北
側
の
敷
地
は
地
盤
と
し
て
万
全

で
あ
り
、
必
要
面
積
も
確
保
で
き
る
」

と
い
う
考
え
か
ら
基
本
方
針（
案
）を
容

認
し
ま
し
た
が
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
規
模
や
建

　

こ
れ
ま
で
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
で
は
、
新
庁
舎
の
建
設
候

補
地
と
し
て
、
住
民
生
活
や
町
の
歴
史

的
背
景
な
ど
多
角
的
な
視
点
か
ら
論
議

が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

第
12
回
特
別
委
員
会
（
４
月
５
日
開

催
）
に
お
い
て
、
建
設
候
補
地
に
つ
い

て
は
、
各
会
派
か
ら
の
意
見
が
表
明
さ

れ
、
全
５
会
派
の
う
ち
３
会
派
（
政
清

会
、
拓
政
会
、
政
風
ク
ラ
ブ
）
は
、
札

内
支
所
の
機
能
や
防
災
対
策
の
充
実
を

条
件
に
基
本
方
針（
案
）に
賛
成
し
、
残

り
の
２
会
派
（
緑
政
会
、
共
産
党
）
は

現
庁
舎
北
側
と
百
年
記
念
ホ
ー
ル
南
側

の
２
カ
所
の
地
質
調
査
の
結
果
を
受

け
、
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

第
14
回
特

別
委
員
会

（
６
月
19
日

開
催
）で
は
、

現
庁
舎
北
側

と
百
年
記
念

ホ
ー
ル
南
側

で
実
施
し
た

地
質
調
査
の

庁
舎
北
側
に
硬
い
地
層

■問い合わせ先　企画室　℡【幕】54-6610

現
庁
舎
北
側
に
建
設

　町では、耐震性や設備の老朽化など、課題を抱える現役場庁舎のあり方について検討
を進め、新庁舎建設に向けた基本方針 (案) を昨年６月に作成しました。その後、議会
における「庁舎建設に関する調査特別委員会」の議論と並行し、住民説明会や住民に対
する意見募集を実施しました。６月 17 日に議会から示された基本方針（案）に対する考
え方や皆さまからのご意見を踏まえ、必要な修正等を行い「幕別町新庁舎建設基本方針」
を策定しました。今月号では、６月・７月に開催された特別委員会の主な検討内容と「幕
別町新庁舎建設基本方針」の概要についてお知らせします。

○幕別町新庁舎基本方針の概要は、４ページと５ページまたは町ホームページの「庁舎
　建設に関する情報」に掲載しています。　[URL] http://www.town.makubetsu.lg.jp/

新庁舎建設基本方針
　　　　　　を策定

幕別町
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（
福
祉
課
・
こ
ど
も
課
・
保
健
課
）
を

新
庁
舎
に
集
約
す
る
意
見
が
多
く
を
占

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

「
独
立
し
た
執
行
機
関
で
あ
る
こ
と
と

他
の
公
共
施
設
と
比
較
し
て
、
至
近
な

距
離
に
あ
る
こ
と
」
な
ど
と
し
て
、
現

状
の
ま
ま
利
用
す
る
意
見
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

設
方
法
な
ど
に
つ
い
て
更
に
議
論
を
深

め
た
い
」
と
意
見
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
全
５
会
派
と
無
所
属

議
員
２
人
か
ら
意
見
が
表
明
さ
れ
、
そ

の
後
の
論
議
の
末
、
新
庁
舎
建
設
場
所

を
町
が
示
し
た
基
本
方
針（
案
）通
り
、

現
庁
舎
北
側
と
す
る
こ
と
を
全
会
一
致

で
決
定
し
ま
し
た
。

　　

第
16
回
特
別
委
員
会
（
７
月
11
日
開

催
）
で
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
教

育
委
員
会
な
ど
、
新
庁
舎
に
集
約
す
る

部
・
課
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
、
各
会
派

町
民
の
利
便
性
を
考
慮

で
決
定
し
ま
し
た
。

▲建設場所となった現庁舎北側の職員駐車場

か
ら
意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
（
左
表

の
と
お
り
）。

　

基
本
方
針（
案
）で
は
、
町
民
の
利
便

性
を
考
慮
し
た
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
」
の
導
入
を
目
指
し
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
３
課
（
福
祉
課
・

こ
ど
も
課
・
保
健
課
）
と
教
育
委
員
会

を
集
約
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

各
会
派
か
ら
表
明
さ
れ
た
主
な
意
見

と
し
て
は
、
現
庁
舎
と
離
れ
た
場
所
に

あ
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
３
課

▼第 16 回特別委員会
　各会派の集約に関する意見表明一覧

会派名 構成員
意見内容の要旨

保健福祉センター 教育委員会

 政清会

◯牧野議員
　東口議員
　寺林議員
　小川議員

新庁舎へ集約

新庁舎へ集約を基
本とするが、他会
派の意見も踏まえ
て検討・決定する
必要がある

 日本共産党
 幕別町議員団

◯中橋議員
　増田議員
　野原議員
　谷口議員

新庁舎への集約を
基本とするが、現
場職員の意見も踏
まえて検討・決定
する必要がある

新庁舎へ集約せず
現状のまま利用

 拓政会

◯斉藤議員
　芳滝議員
　藤谷議員
　小島議員

新庁舎への集約を
基本とするが、相
談業務や保健業務
などは集約せず現
状のまま利用する
のが良い

新庁舎へ集約せず
現状のまま利用

 政風クラブ ◯前川議員
　岡本議員 新庁舎へ集約 新庁舎へ集約せず

現状のまま利用

 緑政会 ◯藤原議員
　乾議員　 新庁舎へ集約 新庁舎へ集約

 無所属 　田口議員

現場職員の意見も踏
まえ、相談業務や保
健業務などは集約せ
ず現状のまま利用す
るのが良い

新庁舎へ集約せず
現状のまま利用

 無所属 　成田議員 欠席 欠席

◯印は会派代表者。正副議長は会派に所属していない。
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（1）新庁舎へ配置を想定する部署と職員数
　　部署は現状の組織機構を基本とし、保健福祉センターに配置している３課（福祉課、こども
　課、保健課）は、町民の利便性や関係部署との連携等を考慮し、新庁舎の建設に合わせて、庁
　舎内に行政機能を集約する方向で検討します。
　　また、職員数についても、国からの事務の移管に伴う業務量の増加が見込まれることから、
　現状における職員数を基準として、新庁舎に配置する職員数を想定します。

（2）新庁舎の規模
　　平成 23 年度地方債計画において、庁舎整備事業の標準面積・標準単価は廃止されていま
　すが、参考までに廃止前の庁舎建設事業費算定上の ｢人口５万人未満の市町村 ｣基準で算出
　すると、総標準面積は 4,517 ㎡となります。
　　この総標準面積を基本に、「新庁舎の機能」に記載した考えを取り入れたスペースの確保
　等を考慮し、想定面積を『おおむね 5,000 ㎡から 5,300 ㎡程度』とします。

　次の観点から現庁舎敷地を建設位置に選定します。
■合併後の幕別町において、地勢上、忠類地区と札内地区を結ぶ上での中間点に位置すること。
■鉄道、バスの交通事情の優位性があること。
■農協、郵便局、商工会、森林組合、幕別消防署、東部耕地出張所、帯広警察署幕別駐在所の集
　積があること。
■大規模施設の建設に伴う周辺の住環境への影響が少ないこと。
■止若公園用地の一部転用に伴う代替地の確保が容易である。
■過疎化が進行する幕別地区の市街地形成に寄与し、幕別町全体の均衡ある発展に貢献すること。
■消防署、警察と至近な位置にあり防災拠点として立地性が高いこと。

　建設に要する事業費の財源として、国土交通省の補助事業の活用と、後年次の元利償還金への
普通交付税措置が設定されている合併特例債の充当を見込んで平成 27 年度末までの完成を目途
とします。スケジュールは次のとおりです。

　新庁舎建設への住民参加のあり方については、住民アンケートやパブリックコメント、住民懇
話会などから選択し、適切な住民意見の反映に努めます。

■人口の約７割が居住する札内地区住民への行政サービスのあり方については、住民要望の高い
　保健福祉関連業務等の拡充等を検討します。
■現在、分庁舎となっている保健福祉センターについては、新庁舎への集約化を実施した場合の
　有効活用のあり方について検討します。

規模新庁舎の ４

位置新庁舎の ５

目標年次建設の ６

参加住民 ７
検討すべき事項その他の ８

平成24年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度
基本構想策定 　　　

基本設計 　　　 　　　

実施設計 　　　

建設工事

（平成 24 年度）　　　　基本構想策定
（平成 24 ～ 25 年度）　 基本設計
（平成 25 年度）　　　　実施設計
（平成 26 ～ 27 年度）　 建設工事等
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基本的な考え方（理念）新庁舎の

（1）現庁舎の背景
　　現庁舎は、昭和 47 年７月に竣工しており、本年７月現在で、築後 40 年が経過しています。　
　　過去に幾度かの大規模地震により構造的な被害を受けており、緊急補修を実施したが設計時の
　耐力までは回復していない状況にあります。
（2）問題点と耐震改修等の可能性
　　平成 15 年に実施した庁舎耐震診断の結果を基に、耐震化のあり方の検討を行う基礎資料の委
　託を行い、その結果を受けて、現庁舎の安全性を確保するため、耐震補強や免震工法などの耐震
　改修の検討を行いました。
　■耐震改修の概算工事費（暖房給排水設備等の改修費を含む。）には、おおよそ 11 億円から 17
　　億円の費用を要し、多額の改修費用に見合った使用期間延長が見込めない。
　■施工後において、耐震補強壁により執務の動線に大きく影響を生じてしまう。
　■執務継続下での改修は現実的には困難であり、仮庁舎の整備が必要となる。　

　以上のように、耐震改修工事では、住民サービス低下や執務環境の悪化が想定されることや
今後ますます多様化する行政需要に対応し、住民の利便性の確保を図る必要があることなどか
ら、現庁舎の耐震補強工事を施工するのではなく、新庁舎の建設が最良であると考えております。

必要性庁舎建設の １

　今後の行政需要に柔軟に対応し、効率的な行政運営を可能とするとともに、町民に親しまれる庁
舎とします。このような考えに基づき、新庁舎の基本方針は次のとおりとします。
　■高齢者や障がい者はもとより、全ての人が利用しやすいユニバーサルデザインが図られた庁舎
　■分かりやすく利用しやすい機能や安全性の配慮のもと、触れ合いの場として親しまれる庁舎
　■多様化する行政需要の変化に対応可能な庁舎
　■防災 ･復興拠点としての機能を十分に備えた庁舎
　■省資源や省エネルギーに対応した経済的で維持管理のしやすい環境に配慮した庁舎
　■幕別町のシンボルとなるような庁舎

２

（1）共通機能
　　ユニバーサルデザインの理念を取り入れ、高齢者や障がい者、子ども、外国人などの利用に配
　慮した、わかりやすく、移動しやすく、利用しやすい庁舎を目指すとともに、環境負荷を低減す
　るため、自然エネルギー等の導入を検討し、省エネ・省資源対策を施します。
（2）主な基本機能
　■住民利用が多い窓口の低層階への配置、関連窓口の近接配置などによるワンストップサービス
　　手法の導入
　■時代の変化に柔軟に対応できる仕切りのないオープンスペースフロアを基本
　■多様な住民活動を支え、活用できる交流スペースや喫茶コーナーの導入の検討

 新庁舎建設基本方針
 の概要

１

機能新庁舎の

　特別委員会の論議や住民に対する意見募集の内容を踏まえ、基本方針
（案）の段階から次のとおり修正しました。
①新庁舎建設に伴い、集約することとなっていた教育委員会を対象から除
　き、保健福祉センターの３課（福祉課、こども課、保健課）のみを新庁
　舎に集約することに修正しました。
②新庁舎への配置を想定する職員数を縮小したことなどにより、想定面積
　を 6,000 ㎡から『おおむね 5,000 ㎡～ 5,300 ㎡程度』に修正しました。
※全文は、町ホームページの「庁舎建設に関する情報」に掲載しています。

３
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